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特科陣地 視射界整備（新群原）

弾着地整備 小火器戦闘射場整備

第
６
師
団
は
５
月
11
日
か
ら
19
日
ま
で
の
間
、
白
河
布
引
山
演

習
場
及
び
王
城
寺
原
演
習
場
に
お
い
て
令
和
４
年
度
春
季
演
習
場

統
一
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

整 備 前 →  →  →  → 整 備 後整 備 前 整 備 後爆破訓練場整備 →   →   →

白河布引山演習場 師団長視察

第
44
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

湯
舟
１
佐
）
は
、
令
和
４
年
５

月
15
日
に
二
本
松
市
（
安
達
太

良
連
盟
）
が
主
催
す
る
「
安
達

太
良
山
山
開
き
」
を
支
援
し
ま

し
た
。

安
達
太
良
山
は
、
標
高
１
７

０
０
ｍ
で
日
本
百
名
山
の
一
つ

と
し
て
親
し
ま
れ
、
毎
年
多
く

の
登
山
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
安
全
態
勢
の
維
持
に
協
力

し
て
い
る
の
は
、
隊
区
を
担
任

し
て
い
る
第
２
中
隊
（
中
隊
長

迫
田
３
佐
）
で
す
。

中
隊
長
以
下
23
名
は
、
３
ヶ

所
の
登
山
口
に
分
か
れ
て
、
登

山
者
の
救
援
・
救
護
、
通
信
の

連
絡
態
勢
を
確
立
す
る
等
の
安

百
名
山
に
て
安
全
確
保

～
福
島
県
安
達
太
良
山
開
き
支
援
～

第
44
普
通
科
連
隊

全
態
勢
の
維
持
に
寄
与
し
ま
し

た
。
隊
員
が
見
守
る
中
、
約
３

千
人
の
登
山
者
は
、
美
し
い
花

々
や
新
緑
と
残
雪
が
入
り
交
る

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
思
い
思

い
に
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

ま
た
、
山
頂
で
の
安
全
祈
願

祭
も
３
年
ぶ
り
に
執
り
行
わ
れ
、

無
事
に
山
開
き
支
援
を
終
了
し

ま
し
た
。

不
発
弾
回
収
作
業第

６
後
方
支
援
連
隊

第
６
師
団
は
５
月
24
日
山
形

県
酒
田
市
浜
中
海
岸
で
発
見
さ

れ
た
部
外
不
発
弾
の
回
収
を
行

い
ま
し
た
。

不
発
弾
回
収
に
つ
い
て
は
、

第
６
後
方
支
援
連
隊
（
連
隊
長

萩
野
１
佐
）
が
担
任
し
、
連
隊

本
部
及
び
第
１
整
備
大
隊
の
不

発
弾
処
理
技
能
者
を
含
む
計
６

名
の
隊
員
で
不
発
弾
回
収
作
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

庄
内
総
合
支
庁
担
当
者
と
連

携
し
、
自
治
体
の
機
材
を
使
用

し
て
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
業
は
緊
張
感
が
漂
う
中
、

整
斉
と
行
わ
れ
、
油
圧
シ
ャ
ベ

ル
に
よ
り
盛
り
土
か
ら
直
径
約

50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
長
さ
約

４
メ
ー
ト
ル
の
筒
状
の
不
発
弾

を
掘
り
出
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
掘
り
出
さ
れ
た
不
発

弾
を
、
バ
ッ
ク
フ
ォ
ー
で
つ
り

上
げ
不
整
地
運
搬
車
に
慎
重
に

積
載
し
て
運
搬
し
、
自
衛
隊
の

大
型
車
両
に
積
み
換
え
て
、
神

町
駐
屯
地
ま
で
移
送
し
回
収
を

無
事
に
完
了
し
ま
し
た
。

師
団
は
こ
れ
か
ら
も
民
生
の

安
定
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

第
６
師
団
は
、
５
月
30
日
か

ら
６
月
３
日
の
間
「
令
和
４
年

度
第
１
回
部
隊
相
談
員
養
成
集

合
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
小
規
模
で
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
は
２
年
ぶ
り

に
神
町
駐
屯
地
体
育
館
を
訓
練

会
場
と
し
、
師
団
隷
下
部
隊
、

方
面
直
轄
部
隊
等
か
ら
合
わ
せ

安全祈願祭に参加する支援隊長

山頂を目指す登山者を見守る隊員

て
39
名
の
隊
員
が
被
教
育
者
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
参
加
者
は
、
職
種
、
階

級
、
年
齢
、
性
別
、
現
補
職
等

様
々
で
す
が
、
お
互
い
の
立
場

を
尊
重
し
合
い
、
指
導
部
や
被

教
育
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

「
人
格
の
尊
重
」
を
大
前
提
と

し
た
傾
聴
力
の
向
上
に
、
日
々

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
組
織
的
ス
ト
レ
ス
対

処
法
や
個
人
的
ス
ト
レ
ス
対
処

法
を
実
際
に
体
験
し
ま
し
た
。

５
日
間
の
養
成
訓
練
で
必
要

な
技
法
を
習
得
し
、
参
加
し
た

39
名
全
員
は
無
事
修
了
書
を
授

与
さ
れ
訓
練
は
終
了
し
ま
し
た
。

６月９日 現 在

心理幹部による講義

傾聴技法の実習

第
６
師
団
は
、
白
河
布
引
山

演
習
場
の
整
備
を
担
任
す
る
と

と
も
に
、
王
城
寺
原
演
習
場
の

整
備
を
担
任
す
る
第
２
施
設
団

に
部
隊
を
差
し
出
し
て
、
道
路

の
路
面
整
形
、
排
水
機
能
維
持

の
た
め
側
溝
及
び
溜
枡
の
清
掃
、

防
火
帯
の
整
備
、
機
動
路
伐
開
、

崩
壊
箇
所
補
修
等
多
岐
に
わ
た

る
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
最
大
の
特
性
は
、
火

力
戦
闘
の
視
射
界
や
陣
地
地
積

の
確
保
、
機
動
・
展
開
の
行
動

地
帯
確
保
の
た
め
、
支
障
の
あ

る
木
々
を
伐
開
す
る
作
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
整
備
隊
本
部
に
施
設

技
術
指
導
組
を
編
成
し
、
各
部

隊
の
実
施
す
る
任
務
に
応
じ
た

指
導
及
び
統
制
を
行
う
と
と
も

に
、
樹
木
伐
採
に
係
る
技
術
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

宿
営
に
お
い
て
は
、
部
隊
を

分
散
し
て
異
な
る
部
隊
間
の
接

触
を
回
避
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
に
努
め
ま
し

た
。引

き
続
き
師
団
は
、
演
習
場

整
備
の
中
期
計
画
に
基
づ
い
て

未
活
用
地
域
の
間
伐
を
推
進
し
、

更
な
る
訓
練
基
盤
の
整
備
を
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。


